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Ⅰ．緒言Ⅰ．緒言

これまでの日本のプロ野球球団の成績と観客

動員数の関係を見ると，これらは相関関係に

あるといえるだろう（日本野球機構，online）．
具体的には，球団の成績が良ければ観客動員数

は増加し，逆に球団の成績が悪ければ観客動員

数は減少するということである．しかし，広島

東洋カープ（以下「カープ」と略す）の成績と

観客動員数においてはこの傾向が確認できず，

球団の成績に関係なく，観客動員数を維持また

は増加させている（表1）．
それを証明するように，カープにおいては初

優勝した1975年から現在まで黒字経営が続い

ている（堀，2012）．当然のことながら，試合

には勝敗がつきものであり，試合内容によって
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表1　カープにおける成績と観客動員数の推移

日本野球機構「統計データ」を参考に筆者作成

シーズン（年度） 順位（位） 1試合平均の観客動員数（人）

2010 5 22,224
2011 5 21,980
2012 4 22,079
2013 3 21,744
2014 3 26,455
2015 4 29,722
2016 1 29,963
2017 1 30,670
2018 1 31,001
2019 4 31,319



岡田：プロ野球におけるファン構造に関する研究：広島東洋カープを事例として

2

はファンに毎回最高の経験を与えることがで

きるとは限らないために，球団が安定的な経営

を行うには試合の結果のみに頼ってはいけな

い（齋藤ほか，2011）．このことから，競技を

問わずすべてのチームがカープのような経営を

理想にしていることは容易に推測することがで

き，そのようなカープを応援しているファンの

構造や特徴を明らかにする価値は十分にあると

考えられる．

ところで，これまでのプロ野球における直接

観戦者はその多くを男性が占めていたが，近年

では女性ファンやカップル，家族連れなどの新

たな客層も見られるようになった．これらの現

象の中でも特に目立つようになってきた女性

ファンは，オリックス・バファローズでは「オ

リ姫」，福岡ソフトバンクホークスでは「タカ

ガール」と呼ばれるなど，プロ野球界でも大き

な話題となり，「カープ女子」においては2014
年度のユーキャン新語・流行語大賞において年

間トップ10に選出されるなど，社会現象を巻

き起こしている．このように，価値観の多様化

によってファン層が変化していることは明らか

であるが，これらの日本のプロ野球のファン構

造を明らかにした研究は確認できなかった．

さらに，これまでのスポーツファン研究に

おいて，「ファン」の定義についての記述がな

されているものはごく少数であった．そしてこ

れらの研究は，実際に球場やスタジアム等に足

を運んで観戦する直接観戦者を調査対象として

「ファン」とするもの，あるいは直接観戦者に

加えて特定の球団を熱狂的に応援する人やその

球団を好きだと感じている人なども「ファン」

と位置づけているものであった．

広義のファンを調査対象とした例として，

2014年にESPN（アメリカのスポーツケーブ

ルテレビ）が実施したアメリカのアメリカン

フットボールリーグ（以下「NFL」と略す）ファ

ンを対象とした調査報告が挙げられる（町田，

2016，pp.10－11）．この調査においては，直

接観戦者を中心とした「コアなファン」だけで

なく，テレビやインターネットで観戦する人，

特別な試合のみテレビやインターネットで観戦

する人などの「潜在的なファン」までの幅広い

ファン層を「ファン」として位置づけていた．

そして，このESPNの研究を含め，スポーツの

ファン構造を明らかにした研究では4つの階層

に分類されているものが多く見受けられた（図

1）．しかし，近年の日本のプロ野球のように，

ファン層が急激に変化しているスポーツのファ

ン構造を明らかにした研究は管見の限り見当た

らない．

Ⅱ．本研究の目的と意義Ⅱ．本研究の目的と意義

以上のことから本研究においては，カープ

のファン構造を明らかにし，ESPNが示した

NFLのファン構造との比較をすることによっ

て，その特徴も明らかにすることを目的とした．

これらによって，他球団や他のプロスポーツ

チームが経営戦略を考える際の一助となりうる

だけでなく，今後のスポーツファン研究の発展

に寄与する可能性もあることから，本研究には

一定の価値があるものと考える．

Ⅲ．研究方法Ⅲ．研究方法

１．調査方法

ファンを狭義で捉えている研究においては，

現地などでの質問紙調査を多く用いており，直

Avid Fan
20～25％

A little bit Interested
30～35％

Somewhat Interested
20～30％

Casual Fan
20～25％

図1　スポーツのファン構造

町田（2016）を参考に筆者作成
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接観戦者以外を調査対象とすることは困難であ

る．一方，ファンを広義で捉えている研究にお

いては，インターネットによる調査を多く用い

ており，直接観戦者以外も調査対象とすること

ができる．したがって，価値観が多様化してい

る現代のファン全体の特徴を把握することを目

的とした本調査においては後者の調査方法が適

していると考えたため，インターネットによる

調査を実施した．

本調査の流れは次の通りであった．まず，

SNS（LINE，Facebook，Twitter）に筆者の

アカウントを利用して調査への協力依頼文を

書き込んだ．協力依頼文には本調査の目的や

趣旨，「ファン」の定義についても詳細に記載

し，可能な限り広義のファンの回答を得ること

ができるよう心掛けた。そして，依頼に同意し

た調査対象者が，協力依頼文に記載されている

URLにアクセスすることで，SurveyMonkey
（https://jp.surveymonkey.com/）で筆者が作成

した調査ページへと移動し，回答できるように

した．

なお，調査期間は2017年5月3日から5月
15日であり，カープが所属しているセントラ

ル・リーグでの順位が4位から2位へと上昇し

ている時期であった．

２．調査対象者

本研究では，カープファンを調査対象者とし

た．調査対象者がカープファンであることを確

認するために，初めに「私はカープファンです．」

という項目を設け，「はい」と「いいえ」で回

答を得た．そのうえで，「いいえ」と回答して

あるものと不完全回答者を除いた441名の回答

を分析対象とした（有効回答率83.4％）．回答

者の基本的属性における人数と割合を表2に示

した．

３．調査内容

本調査の調査内容を「基本的属性に関する質

問」（6項目）と「ESPNに基づいた質問」（14
項目）の2つで構成した．「ESPNに基づいた

質問」については，2014年にESPNが実施し

たアメリカのスポーツ人気調査の質問項目に基

づいて作成した（付録）．

調査対象者は，Q.4とQ.9においては「はい」

または「いいえ」で回答し（Q.4においては，「は

い」と回答した人はQ.5で数字を記入，「いいえ」

と回答した人はQ.5で「5点」から「1点」の5
段階評価），これら以外の項目については「5点」

から「1点」の5段階評価で回答し，それらを

5点から1点に数値化した上で分析を行った．

表2　回答者の基本的属性における人数と割合

項目 分類 人数と割合

性別

男性
人数（人） 259
割合（％） 58.7

女性
人数（人） 182
割合（％） 41.3

年代

～ 10代
人数（人） 6
割合（％） 1.4

20代
人数（人） 52
割合（％） 11.8

30代
人数（人） 82
割合（％） 18.6

40代
人数（人） 127
割合（％） 28.8

50代
人数（人） 155
割合（％） 35.2

60代～
人数（人） 19
割合（％） 4.3

居住地

広島県内
人数（人） 203
割合（％） 46.0

広島県外
人数（人） 238
割合（％） 54.0

広島県へのゆかり

あり
人数（人） 336
割合（％） 76.2

なし
人数（人） 105
割合（％） 23.8

ファン歴

1年未満
人数（人） 13
割合（％） 3.0

1年以上3年未満
人数（人） 31
割合（％） 7.0

3年以上5年未満
人数（人） 20
割合（％） 4.5

5年以上10年未満
人数（人） 41
割合（％） 9.3

10年以上
人数（人） 336
割合（％） 76.2

スポーツ経験

あり
人数（人） 365
割合（％） 82.8

なし
人数（人） 76
割合（％） 17.2



岡田：プロ野球におけるファン構造に関する研究：広島東洋カープを事例として

4

４．統計処理

統計処理には，SPSS 23を用いた．調査で得

られた結果については，クラスター分析を行い，

各クラスターの「基本的属性に関する質問」と

「ESPNに基づいた質問」の平均値を用いて多

重比較を行った．なお，すべての検定の統計学

的有意水準は5％未満とした．

Ⅳ．結果と考察Ⅳ．結果と考察

まず，カープファンをいくつかのファン層に

分類するために，「基本的属性に関する質問」

の回答と「ESPNに基づいた質問」の得点を用

いてクラスター分析（Ward法）を行った．導

出されたデンドログラムから6つのクラスター

に分類し，分析を進めることとした．なお，ク

ラスター間の人数の偏りについてはχ2検定を

行い，偏りが有意であることを確認した （χ2

＝1.145，df＝5，p<.001）．
次に，各クラスターの特徴を「基本的属性に

関する質問」と「ESPNに基づいた質問」で検

討した．それぞれの結果を表3と表4に示した．

特徴的だった項目は性別，年代，ファン歴で

あった．性別では，クラスター 1・2・3・5が
クラスター 4と比較して有意に男性が多いこと

が示された．年代では，クラスター 1がクラス

ター 2・3・4・5と比較して有意に年代が低い

ことが示された．ファン歴では，クラスター 1・
2・3・5がクラスター 4・6と比較して有意に

長いことが示された．

表5に，各クラスターにおける特徴を簡潔

に示し，それぞれの詳細について述べた．な

お，「ESPNに基づいた質問」のほとんどの項

目においては，平均値が4.50点以上を◎，4.00
点以上4.50点未満を○，3.00点以上3.50点未

満を△，3.00点未満を×とした．球場観戦に

おいては，「あり」の割合が80.0％以上を◎，

70.0％以上80.0％未満を○，60.0％以上70.0％
未満を△，60.0％未満を×とした．球場観戦回

数においては，8回以上を◎，5回以上8回未

満を○，3回以上5回未満を△，3回未満を×

とした．有料テレビや有料サイトへの加入に

おいては，「はい」の割合が50.0％以上を◎，

40.0％以上50.0％未満を○，30.0％以上40.0％
未満を△，30.0％未満を×とした．

クラスター 1の「基本的属性に関する質問」

から，広島県外在住であるが広島県へのゆか

りがあり，ファン歴の長いスポーツ経験のあ

る20代から30代の男性が多いことが明らか

になった．また，「ESPNに基づいた質問」に

おいては，野球は仲間との話題の中心である

（Q.3）という項目を除くすべての項目において

高い値を示しており，6つのクラスターの中で

最もコアなファン層であることが確認された．

これらのことから，クラスター 1を「ヘビーファ

ン①」と命名した．

クラスター 2は全体の40％近く（169名）を

占めており，カープファンはこのファン層を中

心として構成されていることが確認された．「基

本的属性に関する質問」から，広島県内外に住

んでいるが広島県へのゆかりがあり，ファン歴

の長いスポーツ経験のある40代から50代の男

女が多いことが明らかになった．また，「ESPN
に基づいた質問」においては，スポーツへの興

味（Q.2）や球場観戦回数（Q.5），有料テレビ・

有料サイトへの加入（Q.9）に関する項目につ

いてはクラスター 1と比較するとやや劣っては

いるが，全体的には高い値を示しており，コア

なファン層であることが確認された．さらに，

年代やファン歴などを見ると，古くからのファ

ンが中心であることが推測された．これらのこ

とから，クラスター 2を「ヘビーファン②」と

命名した．

クラスター 3の「基本的属性に関する質問」

から，広島県内外に住んでいるが広島県へのゆ

かりがある人が多く，ファン歴の長いスポーツ

経験のある40代から50代の男性が多いことが

明らかになった．また，「ESPNに基づいた質

問」においては，クラスター 1とクラスター 2
と比較して，1番好きなスポーツが野球である

（Q.2）ことや球場観戦回数（Q.5），球場観戦

をしてみたいという気持ち（Q.5），レギュラー

シーズン中の視聴（Q.6），ホームページやス

ポーツサイトなどのチェック（Q.10，Q.11），
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表3　「基本的属性に関する質問」における調査結果

項目 分類
人数と
割合

全体
クラスター

1
クラスター

2
クラスター

3
クラスター

4
クラスター

5
クラスター

6 F 多重比較

合計
人数（人） 441 76 169 58 57 75 6
割合（％） 100.0 17.2 38.3 13.2 12.9 17.0 1.4

性別

男性
人数（人） 259 57 97 36 13 54 2

*** 1・2・3・5＞4割合（％） 58.7 75.0 57.4 62.1 22.8 72.0 33.3

女性
人数（人） 182 19 72 22 44 21 4
割合（％） 41.3 25.0 42.6 37.9 77.2 28.0 66.7

年代

～ 10代 人数（人） 6 4 0 0 1 0 1

***
1＞2・3・4・5

4＞2・3・5
5＞2

割合（％） 1.4 5.3 0.0 0.0 1.8 0.0 16.7

20代 人数（人） 52 27 0 1 15 7 2
割合（％） 11.8 35.5 0.0 1.7 26.3 9.3 33.3

30代 人数（人） 82 33 12 5 14 18 0
割合（％） 18.6 43.4 7.1 8.6 24.6 24.0 0.0

40代 人数（人） 127 12 61 20 13 21 0
割合（％） 28.8 15.8 36.1 34.5 22.8 28.0 0.0

50代 人数（人） 155 0 86 28 14 24 3
割合（％） 35.2 0.0 50.9 48.3 24.6 32.0 50.0

60代～
人数（人） 19 0 10 4 0 5 0
割合（％） 4.3 0.0 5.9 6.9 0.0 6.7 0.0

居住地

広島県内
人数（人） 203 25 88 34 33 21 2

*** 2・4＞5
3＞1・5

割合（％） 46.0 32.9 52.1 58.6 57.9 28.0 33.3

広島県外
人数（人） 238 51 81 24 24 54 4
割合（％） 54.0 67.1 47.9 41.4 42.1 72.0 66.7

広島県へ
のゆかり

あり
人数（人） 336 57 144 45 35 50 5

** 2＞4・5
割合（％） 76.2 75.0 85.2 77.6 61.4 66.7 83.3

なし
人数（人） 105 19 25 13 22 25 1
割合（％） 23.8 25.0 14.8 22.4 38.6 33.3 16.7

ファン歴

1年未満
人数（人） 13 0 0 0 12 0 1

*** 1・2・3・5＞4・6

割合（％） 3.0 0.0 0.0 0.0 21.1 0.0 16.7
1年以上
3年未満

人数（人） 31 0 0 2 26 0 3
割合（％） 7.0 0.0 0.0 3.4 45.6 0.0 50.0

3年以上
5年未満

人数（人） 20 1 4 1 12 1 1
割合（％） 4.5 1.3 2.4 1.7 21.1 1.3 16.7

5年以上
10年未満

人数（人） 41 13 13 6 4 5 0
割合（％） 9.3 17.1 7.7 10.3 7.0 6.7 0.0

10年以上
人数（人） 336 62 152 49 3 69 1
割合（％） 76.2 81.6 89.9 84.5 5.3 92.0 16.7

スポーツ
経験

あり
人数（人） 365 66 139 52 42 60 6

n.s.割合（％） 82.8 86.8 82.2 89.7 73.7 80.0 100.0

なし
人数（人） 76 10 30 6 15 15 0
割合（％） 17.2 13.2 17.8 10.3 26.3 20.0 0.0

多重比較の欄では，クラスター 1を1，クラスター 2を2，クラスター 3を3，クラスター 4を4，クラスター 5を5，クラスター 6を6とした．

***：p<.001，**：p<.01

観戦仲間の存在（Q.12）に関する項目が低い

値を示していたことから，上位2つのファン層

と比較するとややレベルの劣るファン層である

ことが確認された．これらのことから，クラス

ター 3を「ミドルファン①」と命名した．

クラスター 4の「基本的属性に関する質問」

から，広島県内外に住んでいるが広島県への

ゆかりがある人がやや多く，ファン歴の短い

スポーツ経験のある様々な年代の女性が多い

ことが明らかになった．また，「ESPNに基

づいた質問」においては，クラスター 3と比

較して，球場観戦をしてみたいという気持ち

（Q.5）やレギュラーシーズン中の視聴（Q.6），
ホームページやスポーツサイトなどのチェック

（Q.10，Q.11），観戦仲間の存在（Q.12）に関

する項目はやや高い値を示していたが，有料テ

レビ・有料サイトへの加入（Q.9）や野球のルー

ル（Q.13）に関する項目はやや低い値を示し

ており，クラスター 3に近いファン層であるこ

とが確認された．これらのことから，クラスター

4を「ミドルファン②」と命名した．

クラスター 5の「基本的属性に関する質問」

から，広島県外在住であるが広島県へのゆか

りがあり，ファン歴の長いスポーツ経験のあ
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表4　「ESPNに基づいた質問」における調査結果

項目 項目内容 回答 全体
クラスター

1
クラスター

2
クラスター

3
クラスター

4
クラスター

5
クラスター

6 F 多重比較

Q.1 スポーツに興味がある．
5段階

評価

平均値 4.45 4.72 4.41 4.41 4.25 4.51 3.67 
** 1＞4・6

SD 0.80 0.48 0.87 0.77 0.87 0.70 1.37 

Q.2 1番好きなスポーツは野

球である．

5段階

評価

平均値 4.41 4.62 4.52 4.45 4.12 4.31 2.50 
*** 1・2＞4・6

3・4・5＞6SD 0.85 0.63 0.74 0.73 0.96 0.99 1.05 

Q.3 野球は仲間との話題の中

心である．

5段階

評価

平均値 3.62 3.83 3.86 3.52 3.26 3.40 1.67 
*** 1＞4・6

2＞4・5・6，3・4・5＞6SD 1.12 1.12 1.00 1.01 1.14 1.20 0.82 

Q.4
昨シーズン，広島東洋

カープの試合を球場で観

戦した．

はい
人数（人） 340 66 141 45 41 45 2 

*** 1＞5・6
2＞5

割合（％） 77.1 86.8 83.4 77.6 71.9 60.0 33.3 

いいえ
人数（人） 101 10 28 13 16 30 4 
割合（％） 22.9 13.2 16.6 22.4 28.1 40.0 66.7 

Q.5

※Q.4で「はい」と回答

した人

オープン戦，CS，日本シ

リーズも含めた回数を教

えてください．

回数

平均回数

（回）
6.28 8.16 6.80 5.28 7.77 3.19 1.67 

n.s.
SD 12.97 19.30 9.81 14.62 16.07 5.00 2.88 

※Q.4で「いいえ」と回答

した人

球場観戦をしてみたい．

5段階

評価

平均値 4.63 4.90 4.71 4.08 4.88 4.87 2.50 
*** 1・2・3・4＞6

5＞3・6SD 0.89 0.32 0.66 1.38 0.50 0.43 1.73 

Q.6

レギュラーシーズン中，

広島東洋カープの試合を

テレビ・ラジオ・インター

ネットなどで観戦する．

5段階

評価

平均値 4.62 4.82 4.66 4.47 4.61 4.68 1.67 

*** 1・2・3・4・5＞6
SD 0.77 0.48 0.78 0.80 0.65 0.57 0.52 

Q.7

CS中や日本シリーズ中，

広島東洋カープの試合を

テレビ・ラジオ・インター

ネットなどで観戦した．

5段階

評価

平均値 4.74 4.88 4.76 4.62 4.79 4.85 1.83 

*** 1・2・3・4・5＞6
SD 0.69 0.33 0.70 0.70 0.49 0.39 1.60 

Q.8

広島東洋カープの試合を

テレビ・ラジオ・インター

ネットなどで観戦するこ

とが楽しい．

5段階

評価

平均値 4.73 4.79 4.80 4.60 4.67 4.89 1.83 
*** 1・2・3・4・5＞6

SD 0.68 0.60 0.57 0.65 0.69 0.39 0.75 

Q.9

広島東洋カープの試合を

観戦するために，有料テ

レビや有料サイトに加入

している．

はい
人数（人） 193 44 77 25 18 29 0 

** 1＞4
割合（％） 43.8 57.9 45.6 43.1 31.6 38.7 0.0 

いいえ
人数（人） 248 32 92 33 39 46 6 
割合（％） 56.2 42.1 54.4 56.9 68.4 61.3 100.0 

Q.10
広島東洋カープのホーム

ページやスポーツサイト

などをチェックする．

5段階

評価

平均値 4.48 4.82 4.83 3.14 4.21 4.77 2.33 
*** 1・2・5＞3・4・6

4＞3・6SD 0.93 0.53 0.42 1.05 1.05 0.56 1.21 

Q.11

特別な出来事などがあれ

ば，広島東洋カープの

ホームページやスポーツ

サイトなどをチェック

する．

5段階

評価

平均値 4.51 4.74 4.86 3.22 4.42 4.75 2.17 
*** 1・4・5＞3・6

2＞3・4・6，3＞6
SD 0.88 0.53 0.38 1.04 0.82 0.52 1.83 

Q.12
広島東洋カープの試合を

一緒に観戦する仲間が

いる．

5段階

評価

平均値 4.03 4.75 4.73 3.48 4.39 1.93 3.50 
*** 1・2＞3・5・6

3・6＞5，4＞3・5SD 1.31 0.47 0.50 1.31 0.86 0.93 1.52 

Q.13 野球のルールを

知っている．

5段階

評価

平均値 4.57 4.88 4.67 4.50 4.02 4.57 3.50 
*** 1＞3・4・6

2・3・5＞4・6SD 0.70 0.33 0.62 0.71 0.81 0.66 1.52 

Q.14
広島東洋カープが負けて

もファンであり続けると

思う．

5段階

評価

平均値 4.90 4.96 4.96 4.86 4.74 4.97 3.00 
*** 1・2・5＞4・6

3・4＞6SD 0.41 0.20 0.22 0.35 0.52 0.16 1.67 

多重比較の欄では，クラスター 1を1，クラスター 2を2，クラスター 3を3，クラスター 4を4，クラスター 5を5，クラスター 6を6とした．

***：p<.001，**：p<.01

る30代から50代の男性が多いことが明らかに

なった．また，「ESPNに基づいた質問」にお

いては，スポーツへの興味（Q.1）は非常に強

く，クラスター 4と比較して，ホームページや

スポーツサイトなどのチェック（Q.10，Q.11）

に関する項目は高い値を示している一方で，球

場観戦回数（Q.5）や観戦仲間の存在（Q.12）
に関する項目は低い値を示しており，クラス

ター 3とクラスター 4に近いファン層であるこ

とが確認された．これらのことから，クラスター
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5を「ミドルファン③」と命名した．なお，ミ

ドルファン③は，一緒に観戦する仲間ができれ

ば一気にコアなファン層となる可能性を秘めて

いることも考えられた．

クラスター 6は全体の1.4％（6名）しかお

らず，カープファンの中で最も少ないファン層

であることが確認された．「基本的属性に関す

る質問」から，広島県内外に在住しているが広

島県へのゆかりがあり，ファン歴の短いスポー

ツ経験のある様々な年代の男女が多いことが明

らかになった．また，「ESPNに基づいた質問」

においては，ほぼすべての項目において低い値

を示していることから，6つのクラスターの中

で最も潜在的なファン層であることが確認され

た．さらに，スポーツに興味があるために，な

んとなくカープファンになったことが推測され

た．これらのことから，クラスター 6を「ライ

トファン」と命名した．

ESPNの調査においては，ファンを“Avid 
Fan”， “Casual Fan”， “Somewhat Interested”， 

“A little bit Interested” の4つの階層に分類し

ていた． “Avid Fan” の特徴として，最も好き

なスポーツがNFLであること，1年に1回以上

スタジアムで観戦すること，テレビで試合を観

戦することが最高の楽しみであること，チーム

のサイトをチェックすることが日課であるこ

と，同じチームを応援する友人を複数持ってい

ることを挙げている．“Casual Fan”の特徴と

して，スポーツ全般が好きであり，それが仲間

との話題の中心であること，地元チームの試合

を中心に地上波テレビではよく観戦し，プレー

オフであれば必ず観戦すること，いつかスタジ

アムで観戦したいと思っていること，NFLの

サイトやスポーツサイトをよく見ることを挙げ

ている．“Somewhat Interested” の特徴とし

て，スポーツにも興味があること，スタジアム

に行ったことがないこと，地元チームの試合を

地上波テレビでは時々観戦し，プレーオフであ

れば情報が気になること，話題の選手や特別な

出来事があればサイトをチェックすることを挙

げている．“A little bit Interested” の特徴とし

て，スポーツにはあまり興味がないこと，ルー

ルをよく知らないこと，スーパーボウルは毎年

仲間と一緒に観戦することを挙げている．

本調査においては，カープファンは6つのク

ラスターに分類され，ESPNのファン構造に

基づくと，ヘビーファン①とヘビーファン②

は“Avid Fan”，ミドルファン①とミドルファ

表5　各クラスターにおける特徴

項目 クラスター 1 クラスター 2 クラスター 3 クラスター 4 クラスター 5 クラスター 6
性別 男性が多い 半々に近い 男性がやや多い 女性が多い 男性が多い 半々に近い

年代 20代から30代が中心 40代から50代が中心 40代から50代が中心 ばらついている 30代から50代が中心 ばらついている

居住地 広島県外が多い 半々に近い 広島県内がやや多い 広島県内がやや多い 広島県外が多い 半々に近い

広島県へのゆかり ある人が多い ほとんどの人がある ある人が多い ある人がやや多い ある人が多い ほとんどの人がある

ファン歴 ほとんどの人が長い ほとんどの人が長い ほとんどの人が長い 短い人が多い ほとんどの人が長い ほとんどの人が短い

スポーツ経験 ほとんどの人がある ほとんどの人がある ほとんどの人がある ある人が多い ほとんどの人がある 全員ある

スポーツへの興味 ◎ ○ ○ ○ ◎ △

野球が1番 ◎ ◎ ○ ○ ○ ×

野球は話題の中心 △ △ △ △ △ ×

球場観戦 ◎ ◎ ○ ○ △ ×

球場観戦回数 ◎ ○ ○ ○ △ ×

球場観戦をしたい ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ×

シーズン中の視聴 ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ×

ポストシーズン中の視聴 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ×

視聴するのが楽しい ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ×

有料への加入 ◎ ○ ○ △ △ ×

サイトをチェック ◎ ◎ △ ○ ◎ ×

特別なときにサイトをチェック ◎ ◎ △ ○ ◎ ×

観戦する仲間 ◎ ◎ △ ○ × △

野球のルール ◎ ◎ ◎ ○ ◎ △

ファンであり続ける ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ △



岡田：プロ野球におけるファン構造に関する研究：広島東洋カープを事例として

8

ン②，ミドルファン③は“Casual Fan”から

“Somewhat Interested”，ライトファンは“A 
little bit Interested”のファン層に相当すると

考えられた（図2）．
そして，「大量の『薄いファン』の存在がな

ければ『濃いファン』は生まれない」との指摘

（町田，2016）があるように，図の枠外に存在

する“Not Interested”のファン層を“A little 
bit Interested”のファン層にしていく必要が

ある．特にカープファンにおいては，にわかファ

ンのような“A little bit Interested”が少なく，

“Casual Fan”や“Somewhat Interested”の

層が半数近くを占めていることから，ファンに

なればすぐに上のファン層へ移行する可能性が

高いと考えた．

Ⅴ．本研究の結論と今後の課題Ⅴ．本研究の結論と今後の課題

１．本研究の結論

本研究は，インターネットによる調査を実施

してカープのファン構造を明らかにし，ESPN
が示したNFLのファン構造との比較をするこ

とによって，その特徴も明らかにすることを目

的としたものであった．

本研究の結果から，「ヘビーファン①」，「ヘ

ビーファン②」，「ミドルファン①」，「ミドルファ

ン②」，「ミドルファン③」，「ライトファン」の

6つのファン層に分類し，それぞれの詳細を明

らかにすることができた．

２．今後の課題

まず，本研究においては，価値観が多様化し

ている現代のカープファン全体の回答を収集す

るためにSNSを利用して調査対象者を募った．

基本的属性を見ると，50代の回答が最も多く

（35.2％），インターネットによる調査では回答

の大半が若年層に偏る傾向が見られるとの指摘

（埴淵ほか，2015）については問題なかったが，

年代別の回答割合が大きく異なっており，回答

割合を合わせた場合にどのような結果が得られ

るのかを再調査する必要があると考える．

また，本研究で明らかにした「ライトファン」

の割合が非常に低かった．このことから，「ラ

イトファン」ではあるものの，本調査に関心を

持たずに回答しなかったファンが多数存在して

いる可能性も否定できないため，より幅広い

ファンの回答を得ることができるような調査方

法を考える必要がある．

さらに，カープ以外のプロ野球球団や他のプ

ロスポーツ，アマチュアスポーツのファン構造

を明らかにし，球団や競技，プロスポーツとア

マチュアスポーツで結果がどのように異なるの

かを分析することで，今後の経営に活用できる

可能性もあると推測する．
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